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第１章 緒言 

1.1 研究背景 

平成 23 年の「高齢者の居住の安定確保に関する法律（高齢者住まい法）」の改正により

創設された登録制度によるサービス付き高齢者向け住宅（以下サ高住）では、安否確認サー

ビスと生活相談サービスといったサービスが提供されている。また、サ高住は、地域包括

ケアシステム構築のプロセスにおける住まいとしても注目されており、入居者は、自立し

た高齢者から要介護状態の高齢者まで幅が広く、さまざまの介護予防サービスが行われて

いる。その一つの「口腔機能向上サービス」では、口腔機能向上の取組みとして口腔清掃

や口腔体操などが行われており、対象者のスクリーニング項目としては、咀嚼機能、嚥下

機能などに関する問診や反復唾液嚥下テスト repetitive saliva swallowing test（以下

RSST）などが採用されている。 

高齢者にとって日常生活の楽しみでもある食に関係する嚥下機能の向上は、生活満足度に

好影響を及ぼすと考えられるが、高齢者の口腔サービスは、十分に普及されていない。特

に、サ高住は、医療・介護の専門職がいる病院や高齢者施設と比較し、口腔ケアの必要性

や摂食嚥下機能評価が重視されづらいことや医療機関との連携が不十分であることなどか

ら、口腔機能向上の取組みは十分とは言えない現状がある。 

1.2 先行研究 

口腔機能や生活満足度に関する先行研究では、口腔機能の維持や向上は身体的・精神的

にも影響を及ぼし、生活の質と関連があることが示されている。しかし、サ高住入居者に

おいては、口腔衛生および嚥下機能の現状についてこれまでの報告が極めて少ない。サ高

住入居者の生活の質 Quality of life（以下 QOL）向上や生きがいに関する先行研究では、

QOL 向上や生きがいと身体活動や ADL の向上などが関連していることから、自立支援の重

要性が示唆されている。口腔機能の維持・向上は、低栄養の予防や身体活動・社会参加の

増加から自立した生活につながると考えられ、生活満足度の向上につながると考える。 

1.3 目的 

本研究ではサ高住入居者の嚥下機能と生活満足度の関連を明らかにすることを目的と

する。 

 

第２章 研究方法 

2.1 調査対象 

本研究では、M 市内のサ高住入居者 60 歳以上の男女 68 名に対し、自記式質問紙による

留め置き調査を実施した。研究参加に同意し、質問紙に回答が得られた 46 名を対象に、後

日、3 回唾液嚥下積算時間を 2 回測定し、平均値のデータを分析に用いた。 

2.2 調査方法 

研究への参加を同意した高齢者に対し、口腔衛生の評価として、口腔清掃自立度判定基

準：brushing denture mouth rinsing 以下 BDR 指標）、嚥下機能に関しては、地域高齢者

誤嚥リスク評価指標：Dysphagia Risk Assessment for the Community-dwelling Elderly

（以下 DRACE）、また、「3 回唾液嚥下積算時間」を測定した。生活満足度は、生活満足度尺

度 K： Life Satisfaction Index K（以下 LSIK）により調査した。 
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2.3 分析方法 

性差の比較は年齢、身長、体重、BMI については t 検定、睡眠時間、3 回唾液嚥下積算

時間、DREAC、LSIK については、Mann-Whitney の U 検定を用いた。要介護度、障害高齢者

の日常生活自立度、外出頻度、脳血管疾患の既往、呼吸器疾患の既往、その他の持病、内

服、過去 1 か月以内の体調、基本チェックリストの口腔項目、義歯、BDR 指標、新型コロ

ナウイルスの生活の変化、舌苔、熟眠感、情緒的サポートについては、χ２検定を行った。 

次いで、各調査項目と LSIK の関連について、連続変数については Spearman の相関係数、

2群間比較については Mann-Whitneyの U検定、3群間以上の比較については Kruskal-Wallis

検定を用いた。さらに、LSIK を目的変数とした一般化線形モデルによる多変量解析にて

LSIK の関連要因を検討した。 

2.4 倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学倫理委員会の審査を受け，承認（承認番号 19071）を得て行った。 

 

第３章 結果 

質問紙に回答が得られた 46 名の内、3 回唾液嚥下積算時間の測定が実施できた 44 名

（64.7％）、男性 12 名（27.2％）、女性 32 名（72.7％）、平均年齢 84.6±5.2 歳を分析対象

とした。 

LSIK とカテゴリー変数との関係では、義歯の使用が無い者（有：3.9＜無 5.1、p=.027）

および、新型コロナウイルス感染症による生活の変化が無い者(有：3.6<無：5.1、p=.013)

が有意に LSIK が高かった。 

多変量解析の結果、LSIK 高値には、義歯未使用、新型コロナウイルス感染症の生活影響

が無いこと、同居者以外に心配事や悩み事を聞いてくれる人がいること、3 回唾液嚥下積

算時間が短いこと、週 1 回以上外出していること、および、年齢が高いことが有意に関連

していた。  

 

第４章 考察 

 多変量解析の結果、嚥下機能が高いこと、同居者以外の情緒的サポート提供者の存在は

生活満足度を高めることが示唆された。一方、義歯の使用、新型コロナウイルス感染症の

生活影響、閉じこもりは生活満足度を低めていた。咀嚼・嚥下機能の維持には義歯は欠か

せないものであることから、適切な義歯の作成、義歯のさらなる改良が期待される。 

 

第 5 章 終章 

 サ高住入居者の生活満足を高めるためには、先行研究で指摘されている要因に加え、義

歯の調整や嚥下機能の向上などの取組みも役立つものと考えられた。 
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